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明 治 年 間 に 於 け る 瞑 蟲 に 關 す る

　 研 究 及 び 驅 除豫 防法 の 變 遜

　　　　　　　　　　　 村　　田　　藤　 七，

　　　　　　 　　 （昭 和10年 4 月 6H 日本昆 蝨學 會例 會講 演 原 稿）

　　　　　　 　　　　　　 ま　　 へ 　　が　　き

　　 こ れまで や つ て お 吟ま した螟蟲 の 研究 、 竝 び に こ れ の 驅除豫豫法の 變邏 と

Ni・．s．や うな、 一寸題 は大 きい の で あ りますが、 さ うv ・ふ や うな事 を一通 りお耳

に 達 した い と思 ひ ます 。 暫 く御辛捧を願ひ ま す 。 それ も單に 明治か らの 事 で あ

りま して それ以前の 事 も大正 に な りま して か らの 事 も手許 に あ ります書類だ け

を調 ぺ ま した の で 、 そ の 方面に 今ま で 御造詣の 深 い 方がお 聞 き及びに な ります

と闇違 つ て ゐ た り、 大事 な事 を拔か した りして あ る か も知 れませ んが それ等の

事は何卒御諒承願 ひ ます 。 （以 上 速記）

　　　　　明　 治　以 　前

　　一般 に 風水 害等 の 天災 と同一靦 し、驅除豫防 と して は專 ら蟲迭 り、蟲拂ひ等

の 外稻田 に お 守札 、 除害符等 を建て Σ 惡魔退散ゐ呪薦 をなした る もの s 如 し。

　　　　　明　治　砌　年

　　維新の 進 蓮 に拌ひ
、 各地 に 稻作改良を志す老 農 ・篤志家輩出 して

、 病蟲害

の 研 究を始 め 、特 に輻岡縣の 釜 田素
ヱF ・佐野貞藏氏等 は夙に 三 化螟蟲 r當時 は

螟蟲との 名稱な く單 に 蝗 害と呼稱 したる様な り）の 研 究調査 を重 ね ． 明治 6，7 年

頃に は既 に早稻の早植 、 晩 稻の 唖植等 の所謂遁作法 を稱導 し （大 正 15年 ・幅 岡

縣内務部 ・釜 田素干翁）、 叉香川縣高松在池戸村 の 老農奈良專二 氏 （丈政 5 年 9

月生 、此頃香川縣愛媛縣の 勸業拐奉職 、 明治25年緑綬章 を賜ふ ）は 早播 き に依 り

蝗害 を勇 る を經驗 し （明治ユ0年 ・農業雜誌第32號 ）、 更 に 之 と相前後 して 三重縣

の 老農古市與一郎氏は年來稻作改良 に 腐心 し、 其改良作に は 二 化螟蟲 （當時は

單に髓蟲 と稱 した るら しい ） の 被害多 きを痛感 し之 が研 究 を怠 らす 、 驅除 と し

て 藁株の 燒却及 び槌に て撲殺 （ウ チ ク ・ キ ）を主張 し、 明治 8 年49才 に して 戸

長 の 職 を辭 して 東京學農甦に 入 り2 ケ 年牛 の 修業中釜 々 螟蟲 に就 き て の 新智識

を啓發せ りと （明治32年 ・帝國農家一致協會 ・與一流稻作法）。
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　　青森縣の 老農楠美勇助氏 は深 く驅蟲の 術 に意 を用 ゐ 藁の 處分及び篝火 の 外

新案の 高燈 （ポ ン ボ リ）の 點 火 に 歳 を研究せ D （明治 1王年 3 月 ・勸農局農事月

報第 1 號）。

　　　　　 明　治　to 年

　　青森縣 に 二 化螻蟲 の 大發 生 あ り、 内務省勸農局 よ り屬鳴門義民 氏 を派遣 し

て 實地 に調査 せ しむ （明治 11 年 ・勸農局農事月報 第 1號 ）。 之 れ官よ りの 害蟲

調奄 の 始めなる べ し 、 そ の 當時 の 欺況 は次 の 如 く （12頁）書か れた りど（高橋

奨 ・日本蟲害發生史 ・病蟲害雑誌第 9 卷第 1號 ）。

　前略 該蟲 た る其 先 き何 れ の 年 よ り起 り し もの な りや論 ・な らず と雖 も、凡そ ＋餘年前

　 よ り起 り、 年々 榾殖 して 塗 に 斯 く全 郡 に 蔓延 す る に 至 れ る ix　Vo 而 して 層殖 の 原因 は 人

　 々 或は氣候 の 作用 とな し、或 は 肥 料 の 醸 生 す 呑所 とな す等諸説紛 々 た り、鳴門義民 氏 實

　 地 に 就 き て 之 を 檢す る に 螟蟲に し て 蛾 に 化 し卵 を生 す る もの な り 云 々
。

　　輻 岡縣の 釡田．lj2F　” 江崎周藏連名を以 て臈岡縣第二 課宛に蝗害 （俗に 眞切

蟲 と唱ふ 、三化瞑蟲の こ と）驅除 に 付 き禀申書を提出 す （大正 15年 ・幅 岡縣内

務部 ・釜 田素手翕）。 釜 田素平氏は 被害朕況及 び 人民頑迷 に して 驅除行は れ ざ る

を理 由 と し、勸農局 へ 驅除豫防 に關 する上 申書 を提 出ナ（同前）。 津田仙氏經營

東京學農肚發行農業雜誌 第32號 4 頁 （明治 10年 甥 ）に 左記の 記事 あ り、大 い

に 當時 の 研究者 を剌戟す 。

　　　此 の 蟲は 西洋 に 云ふ 「ア グ ロ チ ュ
ス j と云 へ る者の

一
種 に して 後 に 四羽 （ヨ ツ バ ネ ）

　 の 蛾 と化 す る者 と 思 は る る な リ。 之 を昆蟲學 の 諸書 に 参す る に 元來是 の 如 き裸蟲 に て 後

　 に 蛾蝶に 變 ぜ ざ る 者 は 決 して 之 れ な し と云 ふ o （1 節省略 ｝

　　　之 を驅 る
一法 鰍 の 末 に 至 リ稻 e 刈 V納 め た る 後 其 の 株 を掘 越 し勉 め て 根 の鐔は る

　 る檬 に 爲 し置 き霜雪 の 爲 め に 凍 ら しむ べ し o 斯 す る 時 は 其 の 蟲 土 中に 在 ら ざ る よ り して

　嚴寒 の 爲 め に 醸死 す る の み な らず 、 殊 に 小 烏杯 の 目に 觸 ゆ ゑ 自 ら啄喰 る 玉 に 至 るな りe

　 但 し此 の 法 に て は 未だ 全 く驅除 し盡 す程 に は 至 らざるぺ しo 〔1 節省界）

　　　前 に も陳 邇 せ し如 く右樣 の 蟲は 必 ず蛾 に 化 す る者 な れ ば 其 の 時機 を見計 ひ 、 毎夜 田

　 の 眸 に 於 て 篝火 を焚 くべ しo 斯 くす る 時は 飛 ん で 火 に 入 る夏 の 蟲 と云 へる 諺 の 如 く． 其

　 の 火 の 光 に 導 か れ 、彼 よ り來 り て 自 ら火 に 投 ず る 者 ltVe 之 に 依 つ て 其 の 害蟲 の 根 原 と

　 な る母 蟲 を境殲す事 を得 る も の な Vo

　　　我瓧 の 通 信員 な る 讃岐 國高松在池 戸村 の 老農奈良專 二 氏 は fttaて 其 の 持 田 に 連 年 此

　 の 蟲害 2被 り しに よ り、漸次驅除 の 法 を工 夫 した れ ど も果 敢 しき効 も な か 四 しが 、或 る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，
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　 年播 種 を例 年 よ り＋ 蝕 日 を早 め 則 ち 清明 の 候 に 種 を浸 し、穀 雨 に 籾 を蒔 き し に 、其 の 年

　 は 此 の 害 を冤れ た れ ば 、 爾 後毎 年斯 くな せ し に 、鋒 に 全 く除 去 る事 を 得 た り し そ D 想 ふ

　 に 是 は其 の 蟲地 中 よ η 出 る頃 迄 に
、 最 早 稻莖 の 剛 くな る が 故 に 其 の 莖 の 中 に 喰 ひ 入

「
り難

　 きに 因 る な らん 歟 o

　　　　　 明　治　li
’
年

　　勸農局 よ り輻岡縣 へ 左記の 回答 あ り、 之れ 螟蟲驅除 に關 し官よ り地 方廳 宛

公文 の 最初 な るべ し （明治37年 ・「明治 36年」 第 5 回内國勸業博覽會審査報告第

1部卷之 13102 頁）。

　　　昨年十 二 月＋

’
H 附 を以 て 、御 縣下 筑後國江 口 村 に 於 て 、稻蟲發生 の 儀 に 付 云 々 御 申

　越 し相成 、 且 又 御縣出 張 の 屬官 よ り も詳 細 了 知 致 し候 に 付、猫當入へ も 委 し く除 蟲方 法

　 に 義相談 じ置 き候義 に て 、既 に 宥森縣下 津輕郡に 於 て も 曾 て 一
種 の 稻 蟲 を生 じ同 縣一般

　 に 被害、依 て 同 縣 rc於 て も該 蟲除 却 の 方法 を講 じ、盡 力有諸次第 に て 、 御縣下 rp義 も青

　 森縣下 の 如 き大轡 生 して は 、 不容 易義に 付 き、 先づ 之 を捕 ふ るの 良策は 、 稻 を切 り納 め

　 た る 後、其 の 株 を 掘 り起 し勉 め て 根 の 露 る Σ 檬に 爲 し置 き霜雪 の 爲 め に 凍 ら し む べ し 。

　 斯 くす る時 は 、其 の 蟲 土 中 に 非 る よ り して 嚴塞の 爲 め に 凍死 せ り
。 將 又 蟲害 を受 け し 藁

　 株根 を 取 り．集 め 、其の 場所 に て焼 失 せ し め ば 明年蝗 害相滅 し候 に 付 き、斷然 民 下 に 御設

　 踰 あ りて 至 急御施行有之匿此 段回答旁申進候也

　　　　 明治 十
一年一

月 十 日 　 　 　 勸 農 局

　　　　　　臈　 岡　縣　御　 中

　　 3 月内務省勸農局 よ り勸農局農事月報第 1號 を發刊 し、 青森縣下 に於 け る

螟蟲記事 を詳録 す 、 左の 如 し （17頁 ）。 　 　　 　 　 　 　 　 　 　
・

　　　 （第 五 大 區 ） 俚 俗 此 の 蟲を胴蟲 と稱 す 。 昨今年始 て 生 せ しに 非 ず、先年 よ 切此 の 害

　 あ り と雖 ど も 、 何の 原 因 よ り生 ず る を知らず o 多 く民冢 の 四園或は 凹地等 の 空 氣疏通 せ

　 ず、汚水 の 灌注す る地或 は 苗代 へ 植付 た る 青作 の 肥大 な る者 （俗 に ド ブ ケ リ と云 ）に 生

　 じ、年 々 氣候 に 因 りて 多寡 あ り 曾 て 驅 除 に 注 意 せ し を 聞ず。 明治八 年 よ り駸 々 乎 と し て

　 多 を加へ昨 九年 に 至 り て は 凹地 等 の み な らず、一般に 大 に 蔓延 せ り。 乃 ち篝火 を焚 き蝕

　 稻 を拔去 る 等 の 驅 除方 を施 せ し も勘節巳 に 後れ、且 非常 の 旱魃 に して 大 に 收獲 を減 せ り 。

　 本年 は 又 九 年 よ P も甚 だ し、古老 も未 だ 曾 て 知 らざ る所 に uて 碣 V 稻草 の な らず、寐 大

　 小 豆 其他疏 茶 に も及 ペ リ、然 ど も其甚 しき害 を被 り し者 は 稻 な り、麻之 に 亜 く其他 は 損

　 傷 に 至 らず、客歳來衆農心 を 用 ひ 蛾 に 化 す る 前 rc於 て 稿 を焼 き叉 夜 々 口 畔 に 篝火 を 焚 き

　 鬟 は 箒 を 以 て 圃畔 の 草藪に 潜 居す る者 を遂 獲 し、 種 々 驅 除 術 を盡 す と雖 ど も其 熾盛 な り

　 ．し時 は 或 は 滿由枯萎 の 色あ り、復 た 救ふ 可 か らざ る 景況 な り しが 、人 民 撓 ま す、盆 Z カ
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を鑑 し蝕莖 を穣去 れ リ。 而 し て 氣候 適 當降雨 の 順な り し ζ と亦 近歳稀痊る所 に して 、天

氣 と 人力 と を以 て 大 に 襄勢 を撹回 し て 蟲害 を除 く を得た Vo 然 ど も人家近傍或 は 凹地 に

在 りて は 、其 害を被 りた る 者亦尠 な か らず o 斯 に 高野村 の 農楠 美 勇助 と云 者 あ リ、篤志

の 老農 に して 深 く驅蟲 の 術 に 心 を 用 ひ 、早春 に 於 て 田 畦 圃 畔 を焼 き肥糞 に 稿 を 用 ひ ず篝

火 を 賛 く時 に 及 ん で 新 に 發明 して 高燈 を 諸塵に 樹 つ 〔俗 に 講 ン ポ リ と 云類 蛾 の 來 集す る

事鞦 に ＋倍 す ）r其 他鱒 砧 勦 等 を灌 き百 方力 tgRe ・V 。 而 し て 此 村 の 蟲は 昨 年 よ

り數倍 し、且楠美 氏 の 国地 は 家側なる 故 か 其力 を盡 せ し事 此 の 如 く周密 な り し も 唱 蟲 の

生ぜ し事夥 し、後專 らに 蝕莖 を拔去 す る事 に 從 ふ 。 終 に 牧獲 の 候 に 及 んで は 村中皆楠美

氏 の 稻 は 美 な りと稱 す る に 至 る o 是 れ 驅 除 の 力果 して 報 ゆ る所 な らん o 今本人 の 實驗説

を羯 ぐ る左 の 如 し6
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・
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L 早春吟 の 灘 を焼 くべ き＄。

L 春 に 至 りて 造 y し稿 の 肥糞聖用 ふ ぺ か ら ざ る事 。

1．稿 に 餐 り た る蟲 の 餓に 化 す る 時 を失 はず 高 燈 或 は 炬 火 を點 し蛾 を集 て 之 を殺 す べ き

’
事 o 但 炬 火 は 焔烟 過 盛 な る が 震 に 蛾却て 逃迸 して 火に入 らず 、故 に 高燈 を上 とす 、 炬

火 之 に 亜 くo
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　　L　蛾卵 を生 じ其蟲孚化 して未 だ莖 中 に 入 らず 葉 間 に 左 る 時 其葉 巳 rc枯色 を帶 ぶ宜 く此

　　 寸葉 2．sge
’
m る ぺ し・已 に 入 れ ば 其 莖 を拔 去 りて 蔓Le　e　Ph〈

“r〈 し
。

　　1．蟲生 じ七未 だ莖 中 に 入 らざ る 時 、稻 株 を 伏 せ 泥 を塗 れ ば 小 時間 を經 て 蟲悉 く死 す o

　　 本年此 法 を發 見 せ し も時期 已 に 遲 （且 つ 衆農疑 ふ て 施行 す る を好 まず 、 稻巳 に 肥長蟲

　　　赫 成 大 の 後 は 黝 少 し、大 に 働 て 施 し た るは 稻 se弛緩 し之 を拔去る の 便 な る に 如

　　 か ず ・但 し稻株 を伏 せ 羅 塗 るは 田 草 をUtる が 如 く、 水 を却 前 よ 噸 …離 稻 を伏 せ

　　左 右 よ り 泥 を塗 り 314時 を經 て 水 を 灌す る 初 の 如 くす、採 草 の 期な れ ば 鼎 て 功 あ りo

’

　　L 蛾 午 問 は 草 中 に 潜み 瀚 よ り飜 す、．散 に 欄 は 鰍 の も の を 以 て 畔 を 拂 ＿ 飜

　　
び 出づ 蜻蜒京 右 に 翔卿 して 之 配捕ふ 小 兒輩 を し て 之 を驅 除 せ しむ る 拯 て 妙 tr　Vo

　 右 の 外魚 油、石 油 、 山椒皮、苦參蒜 汁 、其 他 藥水 等 を 試 用 せ し も一も功 を奏 す る 者な し

　　勸農局屬11島門義民灰 を幅岡縣 に派遣 す 。 同氏は青森縣の 二 化 の こ と を講演

し、叉釜 田素甼氏 と對談の 結果 、 前者は 二 化 を論 じ後者は三化 を以 て 之 に答 へ

茲 に 螟蟲に 2種 ある こ と判明、 二 三化 の 分岐竝に 於 て 萌す （大 正 15年 ・輻 岡縣

内務部 ・釜 田棄干翁 ）。

　　幅 岡縣 及び長崎縣 （現在の 佐賀縣を含む） に て は鳴戸義民氏 の 出張實地指

ge　va基 き各區區戸長に 封 し螟犇驅除 に關す る論逵 を發せ り。 之れ 三化螟 蟲に 封

す る鍮達 の 最初 な る ぺ し （明治12年 ・勸農局 ・農事月報 第 7號 59 頁 、大正 7

年 ・佐賀縣 内務部 ・農務彙 5 報 ・病蟲害驅除豫防）。 　　　　　　　　
’

　　　　　　　　　　 長 　崎　縣　（佐賀縣を含 む ） 逹

　　　　　　乙 第
臥

94 號 　 　 　 　 　 　 斉 區 區 戸 長

　　 古來 よ V稻 由の 蟲害南る 事 は 、人 の 知 る所 な V と難 も 、或 は 氣候 の 不 順 よ e 發 U 、

人 力 の 防 ぐ可 か らざ う もの と 誤認 ら 或は 有志者あ りて 偶 々 驅 除 法 をな す と雖 も、其方

宜 欝 ざ る が 爲 め 鶴 矚 し 、 其 の 効驗 を奏 せ ざ るt。 V
。 然 る 噂 下 第 二 ＋ 九 大as岐宿

村 川 原 騰 は 瀕 年 其 の
宥不 樋 欄 其 の 筋 へ 黠 及候處、轍 勸齟 五 等麟 門義 民

外一名 出 張 に 付 、 緜官
一

同 該 村 に 臨 で 實施 を 要 し、稻 藁及 び 刈 跡 の 稻 株等 其 の 中心 を解

剖 調 せ し に 何 れ も螟蟲存在せ り
。 如斯に し て 冬 季 を經 過 し翌 年春暖 を 待 て 孵化 飛 揚

し 、 再び 新 苗 に 附着更 に
一

蟲 に て 數百 の 卵 穎 を 産 し、繁 殖蔓延 を な す の 徴 候 に して 、實

に 可 恐蟲害 な りo 之 を忽 に 捨 置 く と きは 貴 重 の 良 鍛 を損耗 し、 國家 の 一
大害な る論 を竢

ぎる ・ とな 橄 ・齷 齢 碗 加 鮒 勸 して 驅除法 碗 行 せ ざ承 か らず 、依 て 別 紙
−
實驗 の 方法 書 顳 布儲 區 服 吻 論 、 d・頭總代有志 者執 卒先 懇齣 灘 旨相逹候 事

　但 驅 除 法中若 し 了解 せ ざ る 廉 も有之は 第 二 課 へ 申出差圖を受 くべ き こ ど
。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

186 昆 蟲 ・第 九 卷 第 四．號

　　明治十
一年 五 月十 一日

　　　　　　　　　　　長崎縣權令内海忠灘代理 　長崎縣大書記官　高　橋　新　吉

　　　　　　　　　　　　　　 螺　虫　騒 除 法

第 一　田 土瘠薄 すれ ば 螟蟲發 生 の 患 あ る故 從 前 の 肥 料 を一層多firi用 ふ ぺ し ｛假 令は
一

　　　 反 歩 に 付 從 前轡 草 三 駄 なれ ば 五 駄 と な す べ し ）

箝 二 　苗代 の 田 は 肥料 の 量 を讐 し且 稻 の 刈 株 あ る も の は 悉皆拾 ひ 集 め 是 を 乾燥 して よ く

　　　 土 を拂ひ 焼霾 し 其 の 茯 を 用 ふ ぺ し

第 三 本 田 の 刈 殊 は 前條 の 如 く焼霊 す を 最 上 とす れ 共 鋤 返 をな す 節 田 中 の 所 々 に 穴 を穿

　　　 ち深 く埋 る も よ し尤 も刈株地 上 tceWN す る と き は 腐 敗 せ ず し て 其 の 娯 蟲 も存 存 す

　　　 る も の な れ ば丁 寧 に 埋 方 をな す べ し

第 四　蝶蟲 の 發 生 す る原 因 は 地 方 の 痔薄 に 基 くもの に し て 第
一

螟蟲第 二 蛹第 三 蛾 第 四 卵

　　　 と四 度 も固 の 如 く孵化 し再 び 蟲舩 に 復 し能 く冬期を纒 遏 す 尤 も其 の 螟蟲 の 蛾 に 化

　　　 した る は 身 の 長 さ三 四 分 に し て 白色 の 四 翅あ り此 の 蛾 の 出 つ るを見 れ ば全村 申合
　　　　　　　　　　　　　 L

　　　 炬火並 画 暉 に 火 を焚 き饒殺 す べ し

　　　 鹽但 し 蛾 の 飛 揚 し稻 に 附 着 す る頃 は 挿秧前二 番三 番草 の 間 出穗期を最上 E す

ー
第 五　臻秧後 田 の 草 を採 る 時は 了 寧 に 腐稿枯葉 を鑑 き集 め草 と共 に 泥中に 深 く押込 む ぺ

　 　 　 し

節 六 　草 探 の 頃 稿皮 に 淡黄或 は B 色 の 瑳 點 を 現 す る は 蛾卵 の 孵化 して 稿皮 中 に 蝕入た る

　　　 徴 な れ ば 此 の 稿皮は 殘 ら ず 描探煖棄す べ し

　　　　　 ・・t．・．’．一．・・　．t　　　　　　　　 第 七 　刈探 以 前二 十日頃 に 枯穗 笹 葉 腐 稿 は一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根 毎 に 土 際 を握 り殘 らず拔き探 る ぺ し

第 2 圖 　古市異一郎氏

　　　此稿中 に は 翌年蟲害 を 醸 す ぺ R所 の 老

　　　螺『蟄伏 し 居れ ば な り

第 八 溝側路傍 田睥等 の 草 中 に は 螟 の 潜居す

　　　る もの な れぼ刈 探後一月中 （舊十 二 月

　　　の 頃 ｝悉 く是 を燒沸 ふ ぺ し

第九 刈 採 り た る藁夙は 未 だ根株 に 下 ら ざ る

　　　螟 の 稿 中 に 蟄 伏 し居 る散 是 を 農家 に 貯

　　　蓄 し或は 俵等に 造 ろ 時 は 其 の 中 に 現 存

　　
’

せ し螺悉 く蛾に 化 し飛 揚 し て 稻 に 附着

　　　す る散必要 の 藁は 之 を蒸 し て 乾か し置

　　　 くか 又 其 の 蟲 を打 潰 し て 用 ふ ぺ し
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　 第十 　牛馬 の 數藁 と な した る を肥 料 に す る は一且 堆糞 とな し腐敗す る を俟 て 用 ふ ぺ し

更に 11年10月甲第 113 號 を以て論 達を發 し驅除 の 奬勵 に 努 め た り。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 甲　 第 　 113　號

　　本年五 月賞磨 乙 第 十 四號逹 の 遖 螟 蟲 駆 除 の 儀 は 當今 刈 取 の 時節に 付此 際能 々 心 を用 ひ

　 驅 除候様可 致 萬一等 閑 に 打 過候 時 は 年 々 の 損耗 を來 し候右虫 あ る 田 方 の 枯穗 及 カ ライ タ

　 ミ と稱す る分 は 速 に 莖 根 を 拔去 り其 の 害 の 後年に 殘 らざる 樣 可致 此 旨鍮逹候事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長蒔縣令　．内　　海　　忠 　　勝

　　三重 縣の老農古市與一
郎貘蟲 （ ；化）驅除豫防法 に 付 き年來Q研究成績 を岩

村三重縣令に 上 申 、 縣 は之 を報告 に記載 して 管内に示 す 、 之 れ二化瞑蟲驅除 に

關する公文報告の 最 も古 9 もの か （明治 32年 ・帝國農家一致協會 ・與一流稻作

法）。 此秋勸農局 よ b該蟲 を螟蟲 と名付 け し旨通 達あ b （大正 15年 ・幅岡縣内務

「
〕
τ
‘7−1・tT 肥 疳 門 7y：一『 一凵．’一一｝T．旧

丁
卩・

T
・一一一ワマー一．一

　　　　…一一一一一…・一 一一一

冨

ξ
塗
灘

L 審禰 濫
婁

誇

　

紹
、

ニじセ
　
ギ
ダ
　　
　
　

し

　
　
セ
こ
　

　じ
　
ら
　

　ヰ
　

ピ

　
し

鎮

纛
　

議
藩
ず

差
驚

鷲
騨
難

广

慰
籌・

第 3 圖 　 古市與一郎氏 の 出張命令 （筆者 所 藏）
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第 4 圖 　 古市與 一郎 氏 報告書 の 控、文 中

圖 とあ る は 第 3 圖版集 1翻 を指 す （筆者所藏）

部 ・釜 田素卒翁 ）。

．
　　　　　 明　治　「2　年

　　 福岡縣に て は八 女三潴の 2

郡 208 ケ 村の 戸長大 會を開 き釜

田氏 よ り株掘驅除勵行 を發議読

明 した る も、疑 義 あ り と て纒 ら

す 、 途 に 2 郡内に螟蟲試驗所 18

ケ所 を設 け て 該蟲の被 害維路及

び驅除の 効果 を當業者 に實驗 せ
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・しむ 。 （明治 37年 「明治 36 年」 第 5 回 勸業博覽會審査報告第 1 部卷之 13）

　　　9 月
’
内務 省勸農局 よ り農事月報第 7 號 を刊行 し青森縣 に於 ける 螟蟲被害妝

況及び驅除成績等を詳記 し 徇秋 田 ・岩手 ・東京 ・茨城 ・和歌山 ・三重 ・ 薄 岡 ・

島根 ・兵庫 ・廣島 ・輻 岡 ・熊本 ・長 崎 ・鹿 兒島 ・大阪 ・滋 賀 の 諸府縣 の 螟蟲 va

鬪す る報告 を登 載す 。

　　 三 重縣 に て は 古市與
一

郎 を等外一等出仕 （判任）に命 じ專 ら蝗害驅除事 務 を

掌 らしむ 。 其 の 當時説明に 用 ひ た る 二 化 螟蟲 の 維過 圖 は同氏實地 に付 き各世代

を要領 よ く彩色寫出せ り （第 3 岡版）。

　　　　　 明 　治　 13　年

　　 輻 岡縣 に於 て 老 農盆 田素
ZF ・佐野貞藏氏 等の 研 究實驗成績 を基 と して 稻株

第 5 圖　　釜 田 索 ヱF氏

掘取 驅除 を 4 郡 219ケ 町村 に共同實施 せ ん

とす る に 際 し 、 之 に反樹 する農民等群 をな

し て 動亂す、所謂筑後稻銖騒動 に して 蝶蟲

驅除臭上特記 すべ き大事變 な り。 雨降て 地

固ま るの 例 へ
、 其後株掘驅除大に 進捗 し顯

著 な る勘果 を擧 ぐ （大正 1S年 ・頑 岡縣内務

部 ・盆田素 ヱF翕）。

　　　　　明　治　 16　年

　　農商務 雀よ り螟蟲圖解を刊行 し 、 農家

を して手累座右 に 掛けて 該蟲驅除豫防 に 資

せ しむ 。

　　　　　明　治　 「8　年

　　農商務省達第 43號 を以 て 農作物病害蟲の驅除豫 防に 關する法令發布 。

　　高知縣幡多郡 に 三化螟蟲 7の 大發生あ り、 收獲皆無地 を出す （高橋奨 ・
日

本蟲害發生 史 ・ 病蟲害雜誌第 9 卷 第 1 號）。

　　　　　明　治　19　年

　　古市與一
郎氏は稻蟲 防除俚謠31首を作 り、 製本 し て郡町村 に配布 し、髓蟲

（二 化螟蟲）等 の 經過及 び驅除豫防法を鼓吹 す （原版木 は古市家 に 所藏）。 女 の

如 し （美 濃剿 四 ツ 切 8頁手摺 ）。

　 　 蛾 が 出 た れ ば 田 畑 の 所 々 で 焚 火 と も しび す る が よ い
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は か ま の う ち よ り根 む しは くき の な か へ 蝕 入 U 住む わい な

稻 の 髄蟲名は い ろい ろ で 根 む し心 む し 藁の む し

い ね を害 す る そ の 髓 蟲は 冬は 稻株 わ らの な か
　 　 　 　 　 　 ク P

わ らや い な か ぶ 畔草 な どに 髄蟲か くれ て 住 と知 れ

田 畔 路 傍 の 枯草 や くは い ね を 害 す る む しふ せ ぎ

蟲害 うけ た る そ の 稻 わ ら は 柴の 代 り に 焚 くが よ い

む し をふ せ ぐに や 燕 の 巣 をば か け させ や ん せ 家毎 に

燕 は 農家 の 大 事 の 鳥 よ草木 害 す るむ し を と る　
’

五 月 頃 に は ず い む しや 葉 の 中 で 蛹 と な る わ い な

根 む し蛹 と．な りた る後は 程 な く蛾 と 化 て 出 る

ね む して ふ ζは 羽 をた 、 み 細 く長 さ 五 六 分 い う しろ し
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亀

根 む し て ふ 亙 は 査問は 潜ホ 夜 は 飛 び あ る きた 宦 を う む

ね む し蛾 の か くる 」 か た ち 苗 の 日 か げ に 堅 に そ ふ

ね む して ふ k は 見 當 り≡欠第一つ も殘 さず殺さ ん せ

蛾が 田 た れ ば 田 畑 の 所 々 で 焚火 と も しみ す る が よい

ね む し，ふ せ ぎの と も しび た くは た らひ に ホ 入 れ 汕 さ せ

ね む し蛾 の た ま ご を産む は早 苗 の 葉 表 に

ね む し た ま ご を つ ．け た る形 ち 長 さ 五 六 分 は ば一分

根 む した ま ご の は じめ は 黄色後 に 漸 く黒 くな る

根 む し た ま ご を見付 た な らば そ の 葉つ み と りや きす て よ

ね む した ま ご の か い わ り 蟲は 稻 の は か ま の 中 へ 入 る

根 む し害 す る さ か り の と きは 夏 の 土 用 rhな る の 頃

い ね の 中 に て 根蟲 は 化 て 二 度 目蛹 とな る わ い な

二 度 目 さな ぎ の 化 し た る て ふ は 稻 の 葉裏 に た ま を う む

九 月 は じめ

’
IC根 む しの た ま ご われ て 再び 蟲 と な る

二 凌 目ね む し も初 の ご と くい ね の は か ま の 中へ入 る

は か まの うち よ り根 む しは く きの な か へ蝕 入 り住 わ い な

莖 の 中に て ね む しは ず い を く らひ の ぼ れ ば 穗は 枯 る S

粘穏 の い な ∫廼 髄 蟲 あ また 居 る を 拔坂 や きす て よ

橘 し稻 莖 ぬ き と りせ ず ば ね む しや 追 々 ひ ろが る ぞ

み い り最 中に 折 こ む稻 は お よそ 根 蟲 の 害 と知 れ

苛 の 稻蟲燕に 取 らせ 立 て 中 らん せ 鳥 や す み

早 く農家は 鴈 金 返 し 物 の 燕 を大 切 に

，

第 7 圖　　稻蟲防 除 俚 謂 表紙及 本文 第 1 頁 （手摺複製 ）．

　　　明 治 21 年

熊本縣八代瑯の 中部及 び下釜城郡の 南部 各村 に 三化螟蟲の 大發生あ り （高
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橋奬 ・日本蟲害發生 史 ・病蟲害雜誌第 9 卷第 1 號 ）。

　　大塚 由成氏は醸岡縣勸業試驗場長 に就任、大 に 螟蟲 の飼育研究 を擴張 し、

吉 田昌七郎 ・蓑 田留 ・阿部 稔等の 技手 をして 分擔せ しめ 秩序的研究 を進む （明

治30年 ・大塚 由成 ・螟蟲驅除法 ・農事新報 第86，87號）。

　　　　　明　治
’
23 年

　　幅岡縣農事協龠員吉 田昌七郎 ・ 本松稔合著 を以 て 幅岡市博聞分瓧 よ り螟蟲

　　
∵ 7

−
　

・ 7
”厂一〔

7
｝ 』

、　 驅除法を出版す 。 書中未 だ 二 三化の 區別な き も

　 　　　年 中の 經過略 々 判明、驅 除法 と して殺蟲燈の 點

1諞 一．三1∴ ．：．　 ． 1 、、一「ゴ　　　　被 害 り 藁を堆積 し て 貯 ふ る に 方 り其 上 暦 に 若 干

　 第 8 鬪　　螟蟲驅 除 法表舐
　　　　　　　　　　　　　　　 の 脉莖 を置 く時は 廠莖中 に 潜 入 す る も の な れば 其

　潜 入せ し頃 を窺 ひ 之 を 他 に 移 し て 焼棄す ぺ し

とあ り、本項 は其後東北地方 に行はit？c る誘稈法 に關する最初 の 記事 な らんか 。

　　　　　明　治　25 年

　　輻岡縣農婁試驗場 に 於 ける 二化螟蟲 の試育研究完成年 Ptの 經過 を明か に し

二化 螟蟲 と命名 して 之 を發表 、 二化螟蟲 の 名茲 に 定 まる （大正 15年 ・臈岡縣内

務部 ・幅岡縣に 於け る螟蟲軅除豫防法の 沿革）

　　幅岡縣下 に 又 三化 螟蟲 の 大被害到 り、再 び 官 及 び有志 者の 奨勵 あ り。 上

妻 ・下妻 ・山門 ・三瀦の 4瑯 及 び 御 井郡 の 1部 は 秋牧 後稻 株切斷法 を、 山門 ・

三瀦 ・三池 ・御井 ・山本の 6郡 及び上 妻 ・下妻繭郡の 1部 は翌年 苗代 田點火法

を施行 した り （吉 田昌七郎 ・輻 岡縣下 螟蟲驅除 ・大 日本農會報ag　161 號 ）。

　　烏取縣 に て は縣下 7 ク 所 に螟蟲試驗地 を置 き、 専 ら被害程 慶及び驅除の 効

果 を調査 し始む （同前 ）。
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　　　　　明　治　26 年 　　　　　　　　　　　　　　　
・

　　輻岡縣 は八 女郡二 川村 庄島に 螟蟲飼育試驗所 を新設 し簑田技手を駐在せ し

め 、專 らE 害をなす所の 種類 に 付 き共經過 性欣を研究せ しむ 、
こ の 域績 に 依 り

年 3回の 發生 を確認 し三化 螟蟲 と命名 して 發表す （大正 15年 ・幅岡縣内務部 ・

輻 岡縣 に於 ける螟蟲驅除豫防の 滑革）。

　　 4 月 7 日　農事試驗場官制發令

　　4 月17 日　本場 を瀧 野川西ケ 原 に 置 く旨告示 ．澤野淳氏 を場長 に 任 命

　　7 月　　　堀 正 太郎氏技 師 に 就 任 、 専 ら病害蟲 の 耕究 に從事せ ら る

　　　　　　 大塚 由成氏熊本支場長 に 就任

　　　　　 明　治　27　年

　　 熊本縣八 代 郡 に 三 化螟

蟲發生 、移植期 の 繰下 げ、

邸ち逃作 法 を實行 し始 む

（高橋獎 ・日本蟲害 發生 史・

病蟲雜誌第 9 卷第 1號 ）o

　　 佐賀縣 に て は地方税 よ

り1β00圓 を支 田補助 して 、

一齋點火誘 殺 を奨勵す （明

治27年 ・大 日本農會報）。

　　 輻岡縣 に て は 三 井 郡 の

3 大字 に跨 り、
3 面岡 を以

っ て 限 られ 1 面
1F

坦 な る 水

田 に接す る約30町 歩を劃 し ，

て 、螟蟲試驗場 と爲 し 27
，
28

年の 兩 年點火誘殺及び稻 切

斷 を試驗 し好成 績 を 牧 む 　 第 9 圏 細 ’蓑 畭 著 黻 綱 聯 ・

（大正 6 年 ・礦岡縣 内務部 ・害蟲驅除豫防法 に關す る法規 、．附爾岡縣害蟲驅除

豫防 の 大要）。

　　長崎縣 に て は知事 よ り螟蟲驅除に 關す る訓令を發 し、驅除法 と して 被害莖
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の 切取 りを奬勵 し、町 村費を以 て 買上 げ を推奨 す（明治27 年 ・大 日本農會報）。

　　小貫信太郎氏本省及 び農事試驗場 に奉職、幅 岡縣 の 吉田 昌七郎 ・蓑田留合

著 を以 て 輻岡市森岡書店 よ り稻螟蟲圖解第 1
、 第 2 を出版す。

　　　　 明　治 28 年

　　吉田昌七郎氏は幅岡縣農事試驗場 に 於 て 前 年迄 に 調査 せ る螟蟲に 關 する試

驗研究 の 概要 を發表 し、二三化 の 直別經過習性 を明記 し、被害程度及び驅除の

利益 を計上 し驅除法 として 點火誘殺 、 稻株切斷及び燒却 、 採卵 、 枯穗摘探に 付

髫其方法 を指示 す （明治 28年 ・大 日本農魯報第 164號）。

　　輻 岡縣に 七は 2829 兩年 に 亘 り各年縣費一萬 圓を計上 して
、

三化 螟蟲發生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地 に對 し稻株切斷又 は掘採

　 　　燒却 を行 は しむ（大正 6 年・

　 　　幅岡縣内務 部 ・害蟲驅除豫

　 　　防 に關 す る法規 ・附幅岡縣

　 　　害蟲驅除豫 防の 大要）。

　 　　　　大 日本農禽 に て 昨年農

　 　　務局 の 依囑 に依 b、害蟲の

　 　　種類名稱 、 發生期 、經過 、

　 　　蔓延 及び加害状況 、 驅除豫

　 　　防法竝 に 施行期等の 事實調

　 　　査 を會員に求 め た る に
、 相

　 　　當多數 の 報告あ り、 中に 螟

　 　　蟲 に關 す る もの最 も多 く記

　 　　載亦見 るべ きもの 勘か らす

　 　　（明治 28年 ・大 日本農會報）。

’

　 　　　　　第 4 回 内國勸業博覽

　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　 會 に輻 島縣の 菅野嘉吉氏 は

　　 第 10 圖　 吉 田 ’蓑 田 合署稻 螟蟲 圖解 第 2
　　 蟆蟲圖解及 び驅除 に關す る

誚 明 を出品 、 實驗成績 を （明治20年 ・ 「明治28年 」 第 4 回内國勸 業博覽會審査

報告 ・第 3 部 第10編農業方案 の Pt　351頁 ）詳蓮 す 。 實務的 に 要 領 を得た る もの

な り．
’
其 の概要 左の 如 きもの な り。
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　　　　　　　　　疆 島 賺 曹 野 嘉 吉 螟 蟲 騨 陰 圏 解

〔前略 ， 螟蟲躍除 法に 付 きて は 、 專ら學 者老農の 読 に 依 b 、 歡年間實地 に 試 驗 した る も

毫 も之 か 劫駒 な く、叉 世 上 其 勘 を奏 し た る 人 あ る を 聞 か ず 、 是 に 於 て 余 益 々 苦 心 焦慮東

西に 奔走 し諸老農門 を叩 き研 究 を怠 ら ざ る こ と数年 K して 、 三 雷縣 の 老 農古 市 興一郎民

は 該蟲の 豫 防 驅 除 法 を講 ず る と 聞 き、氏 に 尋 ぬ る に 氏 は多年實驗 す る所 を諡 て 、餘蘊な

し、故 に 氏 の 設 に 則 り
一

昨26年之 を實驗す る に 稍 々 之 が 効 あ る を見 た りo 荷昨 即 年 に 於

て 考案を鑑 し 、 改良 を加
へ實驗す る に 、 全 く其効 を奏す る を得 た りo 今其嘗地方 に 於 け

る 之 が 威績の 現 釈 を邇 ぺ む に 昨 6．7 年の 如 きは 戸 々 之 を實驗 し 、方 畦 恰 も不 夜 城 ゐ如 く、

殊 に 當太 田 村 の 如 き は 村役揚 よ り
一

村協 同 の 石 油 を戸 々 に 別 ち 下 げ、一般 に 熱 心 に 客が

驅除 に 盡ヵせ りo （下 略） ‘圓及 圖解省略）

　　　　　　　　　　　 螟　蟲　豫　防　驅 　除 　法

1，
』
被 害 の 藁 は 撰 蟲の 蟄 居 せ る を以 て 之 を拔取 り焼 き蠱す か 又 はStrc投 じ て 牛馬に 踏 み

　殺 さ しむ る か 又 は 唯積肥料 と し て 蒸殺す る を艮法 と す 0

2．螟蟲 の 蟄居ぜ る 濁 り藁 の み に 止 ま らず稻 樵 及 び 田 畔 路 傍 の 枯艸 も 其蟄居せ る を以 て

　稻株 を拔取 り燒 くか 若 くは 堆 肥 と し 蒸殺す べ し又 雜草は 欷 よ り翌 春 迄 の 問 に 能 く乾 き

一
た る と き焼 き拂 五、を 良法 とす 0

3，土 地 氣候 に よ り早晩あ れ ど も大概六 月 上 旬苗 の 一二 寸 に 成長せ し頃 よ り 由面所 々 に

　於 て 招 蛾燈 を點 す る を 最 も耳法 とす 其方 法 は 第
一

圏 の 如 く臺 の 上 に 盥 を 据昏 て ホ を 盛

　 り其水 面 に 菓 種油 を數十 滴混 入 し （キ ラ の 水 面 に 滿 つ る を匿 と す ）而 して 其 中央 水 際

　に 第七 圖（い ）の 如 く硝子 製角燈 糞吊 し暈く と きは 螟蟲飛來 リ水面 の 水K 溺れ て 死 す 是

　れ 著 く効驗 あ る もの な り該蛾出盛 り の 時 を知 る に は 五 月下 旬 苗 の 一寸 位長 せ し 頃 よ り

　一ケ 所 に 一個適 宜 の 揚 所 に 罰 蓮 の 方 法 を装 置 し毎 夜點燈 す る な り然 る と き は 該蛾群來

　 わ る を見 て 其盛 な る を 知 る ぺ し 0

4．前 方 法 を行 ふ と も其方法 に 洩る N もの 亦 少 な し とせ ず敖 に 之 を防 が む 鴛 め 下 種 の 際

　苗代 に 4 尺 5寸 問毎 に 第 七 圏〔ろ ）の 如 く細 き通 路 を 明 け て 播種 し置 くぺ し該蛾點 燈 に

集 ま る rclE らば 毎 日一囘づ 工 其通路 よ り箒等 を以 て 苗 を強 く拂ひ 蛾 の 飛 び 出 す を撲殺

　す べ し又 右 6方法 K 洩れ た る該蛾の 苗塑 に 産附せ し卵 子 も亦少 し とせ ず 故に 毎 日又 は

　隔口苗代 を點檢 し其 卵 の 附着 せ る莖 を摘 み 取 ワ焼 き盡す を良 法 と す 。

以 上 は完全 な る豫 防 騨 除 の 方法 と す 。 此 方法 に 操れ ば 該 蟲 の 蝕 ひ 入 サ、叉 は 卵 子 の 附盾

した る苗 を移 植 す る こ と な き も 、 稀 に は晦出 の 蛾來 匂て 移植及 び 卵子 を産附す ろ こ とあ

り
、 之 が 豫防 は 廣 き 田 面 な る を以 て 甚 だ 困錐 な りo 散 に 一番除 草 は 成 るべ く早 く取 り移

植後十 日以 内 に 行 ふ べ し o 其際殊 に 注意 し産附 した る卵 子 は、勿論苗 の 莖藁或 は黄色 を

呈 し、或 は 赤 色 に 靂 ず る もの は 該卵 孵化 し て 巳 に 蝕 ひ 入 れ る も の な る を以 て 勉 め て 其苗

葉を摘 渉 取 り操 夢 潰 し土 中 に 押．
し込 むf し o 二 番除草 も十 日譽内 に 前 の 如 く行 ひ 又 三 番

・

除 草 も十 日以 内 に 前 の 如 く行 ふ べ しo 其 三 囘 に て 大 抵 全 く盡 す こ と を得 る な り是 を 螟蟲

初期黷除 の 方法 と す o
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　　靜 岡vaて は前年發令の 田圃害蟲豫防規則 第
一條 va99き豫防組合規 約を設定

し、大 に蝶蟲驅除 を奬勵實行 す （明治28年 ・大 日本農會報）。

　　大塚 由成氏 「稻 の 蝶蟲 に就 て 」 の 論文 を大 日本農龠報及 び農事薪報第 86
，
87

號 に發表 、二 、三化 の 經過習性を詳述 し、 驅除豫防 方法 を示 し、叉其 方法の適

否 優劣を批判 す。

　　釜 田素ヰ氏は 稻螟蟲實驗録 を著 述す （大正 15年 ・輻 岡縣 内務部 ・釜田素干

翕 中に は明治 29年著す とあ り）。

　 　　　　明　 治　29　年

　　法律第17號害蟲驅除豫防法發令實施

　　熊本縣に て は螟蟲驅除試驗場 を下釜 城及 び 八 代郡 に設置 し、 9 月内務 部 よ

O其 の 成績 を發表 す 6 驅除 白誌 を詳記 し、 地 圖及び 二 、 三化螟蟲の 經過 圓を附

し 、 附録 と して 立毛品評會 の 記事あ り、小貫信太郎氏の 螟蟲驅除 に關 す る講演

記録を載す （明治30年 ・熊本縣内務部第 5 課 ・昭治 29年螟蟲驅除試驗成績）。

　　　　　明　治　30　年

　　淨塵子の 全 國的大發生 あ b、其慘害に鑑み 官民共 に害蟲研究 の 急務 緊要 な

　 　 　 第 11 圏　 　名和靖 氏

草 に 關す る成績發表 （農事試驗場報告第 13報第 7 卷）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ キサ h

　　輻岡縣農事試驗場長向坂 幾三郎氏は釜蟲保護 （釡蟲繁殖器 ）と題 して 螟卵

寄生蜂の 寄生率高 をを示 し且保護器を案出 して 公表 す （明治31年 ・大 日本農會

る を痛感す 。

　　名和 靖氏岐 阜市 に 名 和 昆 蟲研究所設

立、月刊雜誌昆蟲世界 を發刊又害蟲圖解 を

出版す 内に瞑蟲 あ り。

　　　　　明　治　3t 年

　　四國地 方 に 三化螟蟲 の 發生 ある を知 る

（香川縣三 豐郡 財田村 、 愛媛縣南宇 摩郡地方

を最初 と し、32年徳島 ・高知縣 を併 せ全部

の 分布明か とな る）。 從來 二化 と 混 同せ る

を此年始 め て 二 、 三化 螟蟲の 發生の 區別 を

一般に確認せ り（明治31年 、大 日本農會報）。

　　農事試驗場九 州 支場 よ り二 化螟蟲の 食
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報 ）。 卵寄生峰に 關して は 曩 に 編 岡縣農事試驗場及び 釜田素手 氏 よ

’
り一 部 發 表

（明 治28年 ・大 日本農會報第 164 號 ）あ りしが 、 本交 に 依 り愈々 寄生蜂問題本論

に 入 る。

　　　　　明 　治　32 年 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　高知縣安藝郡 に 三 化螟蟲發生其害甚 しくして 冕租 を認 め らる、之 れ 明治時

代 に 入 りて の 蟲害免 租 の 嚆矢 な り （高橋奬 ・日本蟲愈發生 史 ・病蟲害雑誌第 9

卷第 1 號）。 農務局 よ り害蟲驅除要 覽 を刊行害蟲の 分布驅除豫防法及 び 驅除劑 の

製法等 を示 す 。

　　名 和靖 氏 大 日本農魯 報 （10月 217號 17頁 ）に 「螟蟲驅 除 の 最良方法は 採卵法

に あ り」 の
一

文 を寄せ 、 大 に探 卵法 の 貴重 な る を高唱す、書中之 を比 較批判 す

「
一…

　
．

，
・
　 　

．
　 　 ．

る爲 に 點 火誘殺 に關 し左記 の rt

　　 　　　句 あ り。

灘

　 　 　 第 t2 圖　　　輿一
流 稻 作法 表 紙

　　　　目下各府縣 に 於 て 廣 く探用 せ ら

　　　れ た る點火誘殺 法 の 如 き も未 だ世

　　　人 の 信ず る が 如 き程 の 効果 を 暴 す

　 　 　 る こ と能 は ず o （中略 ）點火誘殺法

　　　の 不 完全 に して 未 だ 全 國 に 行 は れ

　　　居 ら ぎ る の み な らず、目下 行 ひ 居

ll　　 る所 に て も流行 物 と し て 孚信牛 疑

　　　の 問 に 獎勵 す る カ  若 し くは 竇 藥

　　　的効能 を信 じて 探 用 す る 所 あ り て

　　　實に 薄弱 な りo 又 一度 點 火 誘殺法

　　　 を 非常に 躅行 し た る も其 敷果 の な

　　　 き凰に 、最 早 其 不利 を 知 りて 全 く

　　　奬 勵 を 中 止 した る所 もあ りて 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （以 下 略 ）

　　　　以上 の 文言 は、十 幾 年間發

　　達せ る點 火誘殺法 に
一脈 の 暗影

を投 ぜ り。 尤 も （明治28 ・29 年 ？）釜 田素
ZF

氏の稻螻蟲害實驗鎌 に 「然 る に某

氏 の 設に 依れば點 火誘 駁法は 不經 濟 に して得失相 償はす採卵すれ ば足 れ り，と、

余は 此 の 設に 賛す る能 は す云 々 」 の 1 節 あ b 。
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　　向坂 幾三 郎氏 は稻螟蟲卵蜂 と 題 して 、赤卵蜂の 形 態 、 經過 、被寄生螟卵の

色彩變化等 を明 か に す （明治 32年 ・大 日本農會報 ）。

　　小貫 信太郎 氏は 「農 界諸氏及 び當業者 に警告す （徳 島縣下 に於 ける 三化蜈

蟲の大 發生）」 の 題下に發生被害及び驅除蝨末 を發表 す （同前）。

　　古市與一郎氏は遺稿 と して 静 岡縣森町帝國農家一致協會 よ り與一流稻作法

出版せ らる、翁二十幾年の 研 究 に なる螟蟲 に 關 す る 記載大 に備 は る e 驅除法の

1 節に 「燕鳥は蟲害豫防 に最 も有釜 な る鳥なる を以 て 之れが 保護をな し戸毎 に

巣を造 ら しむ る様心掛 くぺ し」 等面 白し。

　　農事試驗場 に 昆蟲部 を設置 、 部長 に 技 師小貫太 郎斥、 技師堀健氏 、技 手 中

　　 川 久知氏就任 。

第 13圖　小 貫信 太 郎氏 第 14 圖　中 川 久 知 氏

　　　　　明　治　33 年

　　農事試驗場特別報告第 6號 と して 本邦産昆蟲卵寄生蜂第 1 集 の 發表 あ り、

中川久知 氏 の 研究 に して ズ ヰ ム シ ア カ タ マ ゴ パ チ 及 ズ ヰ ム シ ク ロ タ マ ゴ パ チ と

命名 し、螟卵寄生蜂 、 赤 ・黒 の 2 種 を區別 L其形態、解剖 を鬪 を附 して 詳細 に

記 載す 。

　　松村松年氏 は伯林大學の 昆蟲實驗室 よ り 「
’
稻 の 螟蟲 の 學名 vaStて 」 の 一文

を昆蟲世界 に 寄せ 昆蟲の 記載に學名の 重要 なるを論 じ 稻 の 螟蟲 3 種の 學名 を指

示 せ られ た り。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
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　　｛前略） 學名は 吾 人昆 蟲學 者 の 最 も重ず る所 に して 邸 ち蟲界解）扇要 な り、例 令 其 記 す る

　 所 に して 確實 な る も、若 し串 名 な くん ば則 ち其 大 雫 の 價 値 は 之れ が 爲め に 失 せ られ、興

　 味少な きに 止 ま ら ず して 更 に 蟲界 に 利釜少 き を如何せ ん6（中略 ）余 は 目下本 邦産 鱗翹 類
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ずい ロ エ

　 に 凰す る 重要害蟲 を當國昆蟲界に 公 表 す る に 先 ち臼下最急 必 要な る 稻 の 螟虫三 種 の 學 名

　　を記 し て 同 愛諸 氏 ノ 参考 に せ ん o

　　 SS・一 稻 の 二 化螟蟲 c繍 o 勸 p‘傭 BUTL．

　　Pt二 稻 の 三 化殿 S・h・伽 幡 p脚 ・醜 ・，　W ・AK ．

　　 第 三 稻 の 大 螟 蟲 Nonagn’a 　inferens
，
　W ．　K ．

　　　 （3種共異名、分布等 の 附 記 あ る も省 略 す ）　　　　　　　　　．圏

茲 に 於て 螟蟲の 學名明確 とな り、 廣 く使 用す る樣 に なれ り （昆蟲世界 第 4 卷第

4 册 ・第 32號 122頁 ・明 治33年 4 月發行 ）。

　　新 潟、滋 賀及 び廣島縣農事試驗場 よ り害蟲 に關す る試驗研 究 の 成績發表 、

共 に 螟蟲 の 記載 あ り （滋賀 の に卵寄生峰 、 幼蟲寄生蜂 、同蝿 ？及 び線蟲 を記録

す）。

　　　　　 明　治　34 年

　　 4 月29 日附農 商務省訓令第 10輩を以 て 初期帥ち苗代期の 驅除 の 緊要 なるを

強調 して 一般 の 注意 を喚起 す 。

　　九 州支場 の 石井 豐吉灰 「二 化螟蟲仔虫 を 害 デる寄生蟲 3 種の 發見に就 て 」

を發表 、 内 に カ ト ン ボ の 幼蟲 は食する あ り（明治31年 ・大 日本農會報 ）。

　　三重縣農事試驗場害蟲報告第 1報 を發刊、二 化螟蟲及 び大螟蟲 （陸稻の 螺

蟲方言 おほす い む しと して ） を登載す 。

　　新潟縣 農事試驗場の 田中虎治氏 「二 化螟蟲 は如何 に して 驅除 し得べ きや 」

の
一・Ptを大 日本農會報 7 月，238號 25頁 に 發表す 。 そ の 1節に 曰 く

　　　前邇驅除 法 中 採 卵 法 の み を以 て し て 、點 火誘殺は有害無釜 の 如 く思考す る者 あ れ ど

　 も、之れ 等 の 輩は未 だ實驗 の 効 を饋 まず、徒 らに 奇 言 を弄 す る に 止 ま る の み 、 決 して 苗

　 代 田 に 點火ナ る の 故 を 以 て 殊更 らに 他 よ り螺蛾 を誘致 す るの 實 を認 め ず して 、螺蛾 は點

　火せ ず と錘 も、自然 に 苗代 田 に 集來す るの 天性 を有す る もの に して 、誘蛾 燈 は 充 分有効

　 の 餓驅除器 た る を斷冒 し て 憚ら ざ るな りo 云
・々

o

本丈は袰の 點 火誘殺無効論反駁 の 一端 に して 、以 後數年間は本問題 を中心 に兎

角 の 論議あ b て 爲政 者當業者共に そ の 去就に 迷ふ 。

　　　　　 明　 治　35　年
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　　農事試驗場報告第23號發刊　二 、 三化螟蟲に關 する脅性及 び 驅除 に對す る

豫備的成績を登載す 。

　　千葉縣主催稻作害蟲驅除豫防講習會に 於 て 中川久知氏の 二 化螟蟲 に 付 き最

も詳細 なる講演 あ b、同縣内務 部 よ り共講義録を刊行 す 。

　　福岡縣農事 試驗場 よ り成績要報第 1 號 と して 「稻螟蟲 」 を發行す 、 之 れ各

地 試驗場の 成績 を綜合 した る螟蟲報告 の 最初なる べ し。

　　新潟縣農事試驗場よ b 害蟲試驗成績第 2 報を發行、第 1報 の 一般的記載 に

引績き殊種 の 習性及 び 驅除 に 關す る成績 を牧め、叉幼蟲寄生峰 を登載 す 。

　　愛媛 縣農事試驗場特別報告 第 1 號發刊 、
二

、
三 化螟蟲 の 習性 及び 三化螟蟲

の 二 化 越年及 び 卵寄生蜂の 經過君性 に 付 き詳細 な る成績 を登載 す 。

　　　　　朋 　治　36 年

　　愛媛農事試驗場特別報告第 2號發行 、 第 1報 に引績 き最 も綿密なる調査研

究成績 を縄め 、 特に各世態の期 間 を多數の 個體に付 きて 調査せ る等未然の もの

多 く後世此道の 研究資料と して 重覗す べ きもの た り。

　　第 5 囘 内國勸業博覽會の 出品中瞑蟲 標本及び 研究成績 と して 見 るべ き もの

多 く、 特 iこ左の 2篇は最 も重要 なる參考資料な り （明治37年 ・ 「明治36年」 第

5 囘 内國勸業博覽會審査報告第 1 部卷之13．65頁 及 び 97頁）。

　 1． 新潟縣農事試驗場 出品　二化螟蟲研 究成績

　　　　　経過習性 よ り被害妝況被害寧驅 除 豫 防 方法 を詳 記 し 又 卵 寄生 蜂 3 種幼蟲寄 生 蜂

　　　　　 3 種を掲 出 す 。

　 1． 輻岡縣釜田素雫出 品　稻螟虫實驗録

　　　　　螟蟲發 生 あ起 源 及 被 害 の 滑 革 、 驅 除豫 防 の 來 歴 等 を詳 述 し た る得難 き參考 賛料

　 　 　 　 　 な り o

　　長野縣諏訪郡役湧 中原藤吉氏 は二化 螟蟲根本的驅除法 と して
、 蠶具淌毒用

熱殺器 を應用 して 被害藁熱殺 を唱導す （明治36年 ・大 日本農會報）。

　　　　　 明　治　37　年

　　農事 試驗場分裳改正
、 病理 昆蟲は主 と して 九 州支場 に 於て 施行する こ と と

な り、大塚 支場長の 下 に 害蟲の部 に技 師莊島熊六氏 、中川 久知氏 、 技手小 島銀

吉氏就任 、 小貫技師は本場 に 留任 。

　　 農事試驗場成績 第30號發行 、
二 化螟蟲の 一般的記載 及び習 性驅除 に關す る
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成績 を登載 す 。

　　中川久知氏は螟蟲卵寄生蜂の 利用 に關 する試驗及び調査成績 を 大 周本農會

報 に發表 し飼育竝 に 應用 に 關す る 記事 を掲 ぐ、之れ よ り寄生蜂 の 保護利 用愈 々

本筋 に 入 る 。

　　大 日本農會 （大 日本農會報 37年10 月279 號 7頁）に て 稻螻蟲防除方法の 懸賞

募集 をな し、佐 k 木 忠 次郎 ・ 中村彦 ・吉川 鮪輝 ・小 貫信太郎 ・石坂橘樹 の 五氏

に俵 り審査 の 結果 1，2 等に該當す る もの な く左 の 6 氏 3等賞 に當選す 。

　薪潟 縣　長 谷 川 秀太 郎　　　千 葉縣　柏 爵 夲 吉

　新 潟 縣　松 田 紋 三 郎　　　長崎縣　小 林 傳 四 郎

此 論文 は 同年 よ 切歐 同農 會報に 登載せ り。

　　　明　治　38 年

佐賀縣　田 崎 竹
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

群 馬懸 青 木 周 …欠 郎

　　 農事試驗場報告第 31號 發行 、 莊鳥技師の硫黄燻蒸法．積藁の 包裏法 中川

技 師の 二 、三化螟蟲 の 光線 ・
熱 ・乾燥 に對する試驗及び卵寄生蜂利用等の 重要

なる 咸績 を登載 す 。

　　農事試驗 場 よ り「米麥 の 病蟲害 に 關する 注意事項 」 その 臨時報告發行、二、

三化 及 び大螟蟲の 驅除豫防 に 關す る根本方針 を示 す。

　　中川久 知 氏は繭岡縣に於 て 三 化瞑蟲 に 關 して 講演 し、 其 の 脅性上 よ り論 じ

て稻刈探後速 に 刈株 を切斷腐蝕 を促す こ と、 早稻 の早植 を禁 じて第 1 囘 の 産卵

を苗代 に せ しむる こ とを高唱 す （明治 38年昆蟲世 界第95號）。 之れ は釜 田素平氏

以 來 の 早稻 の 早植漿勵 と相反 す る如 き もte互 に 稻作事情を異 vaせ る時代的 、 地

方 的の考 察に 依る故 な らん 。

　　　　　 明　治　39 年

　　罅 岡縣農事試驗場 よ り害蟲研究成績第 2報發行 ， 二 化螟蟲 に 關す る各種 の

調査 成績特 に早 中晩稻 に 依 る産卵數 の 比較及び浸水 との 關係等 を登載す。

　　　　　 明　治　40　年

　　中川久知氏 「コ化 螟蟲 の 驅除 に 對す る理想J と題 し、昆蟲學雜誌第 2 卷 第

2 號 及 es第 3 號 va於 て 第 2 囘被害莖摘 採特に 其の 初期葉鞘彎色莖の切取 りを理

想的驅除法 とする 旨唱導 す 。 之 れ葉鞘變色董な る 記載 の 最初なる ぺ し。

　　長 野縣農事試驗場 よ り臨時報告發行 、 大髓蟲 と稱 し大螟蟲の 經過習性及 び

寄生蜂 に 關す る詳細 を登 載す 。 從來大螟蟲は主 と して粟 、 陸稻等に被害す る 樣
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　　　思はれた る も地 方に 依 り水稻 に相當被害 多 き こ と を報す 、 大螟蟲 の 水稻被害漸

　　　彡ヒ着目 せ ら る s に 至 る o

　　　　 靜岡縣農 事試驗場 よ り研 究成績 第 3 報 、群馬縣農事試驗場 よ り報告第 2 號

　　　發行共 に螟蟲 に 關す る各種 の 調杏 事項 を登載す
。

　　　　　　　 明　治　4t 年

　　　　 農事試驗場 成績第 35號發行、中川技師の 「二 花螟蟲の 習性發生時期及其害
゜
　 の 程度 に關す る 調査 」、と登載 第 2 囘被害莖の 着色圜版 を附 し、之 に 「葉鞘變色

　　　莖」 と名付け其 名稱 を明か に す （本報 の 調査 ・試驗に 關す る訪後 の 記載は前年

．　 の昆蟲學雜誌第 2 卷 第2 號及 び第 3 號 に發表 の もの 坊 詳 細 な の 。

　　　　 香 1縣 農事試驗場 よ り特別報告第 5 號發行 、二
、 享化螟蟲 躙 す る各種 の

　　　成績 膿 載す 。

　　　　 小貫信 太郎氏 「四國 に於 け る 三化螟蟲 」 と題 し、大 日本昆蟲學侖報 第 2 卷

　　 第 1號 （明治41年） に 於 て 其 の 分布 ．歴 喫、過去 の 驅 除効果 、現 撒及 び其地 に

　　 於け る特異の 現 象を記述 す 。 農事試驗場 に 於 ける 第 2 囘全國技術 員講習會に 於

　　　て 中川技師の 螟蟲講誰あ り、 二 、 三化 螟蟲共 に 最 も詳細 に 論述す　驅除 の 合理

　　 化 に對 して地 方 入士 を得 し叉 後世 に傳 ふ べ き もの 多し。

　　　　　　　 明　治　42 　年　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　
」

　　　　 農務局長 よ り 府縣知 事 （北海道 ・沖繩 を除 く）に本 田 に 於け る心枯摘探及

　　 び探卵 に關 し左の 通牒 を發 す （大正13年 ・農商務省農務局 ・病菌害蟲彙報 第 12

　　 號 ・農 作物病蟲害豫防事務要 覽18頁）。

　　　　1・本 田 に 於 け る 稱心 枯摘探 （枯穗 採 り を除 ⇔ の 方法は 命令 を 以 て 之 を 強行 す る も多

　　　　　く匿摘採其 の 宜 し きを失
、
し瞑蟲の 速 田 した る枯莖 奪摘探 す る 揚合多 く從 て 多大 の 勞 力

　　　　 を費す割合 に 効果榛 め て 少 きを常とす爰 を以 て特殊 の 事情 あ る揚合 の 外右方 法 の 施行

　　　　 に 關 し て は 爾 來 令逹 を發せ ざ る様注意 す る こ と0

　　　　2・本 田 に 於 け る 螟卵 Ut牧 は
’
適當 r・ 之 を施行ナる に 於 て は 有 盆 な る方法 た るや 疑 を容 n

　　　　 ざ る儀 に 候 得 共 之 が 實行 に 闘 して 前項 と同 じ く多 大 の 勞力 を 要 す る を 以 て 特種 の 事情

　　　　 あ・
る揚 合の 外命令 を 以 て 施行 せ ざ る こ と o 　　　　 ’

　　　　 本通牒は從來相當廣 く實施せ られた る 方法の 上 に 一の 變革 を來せ り。
、

　　　　 挿 奈川縣農事試驗場 よ り成績 第28報發行、被害莖切取 等 に 關す る調査成績

　　 を登載 す 。
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蓼α2　　　　　　
『『

　　
’
　 昆 蟲磯 第

−
洗 卷 第 四甥睡

　　＃9hsc事試驗蝪長會議に 於 て 螟蟲 に關† る連諮調査 を法諾、し 〔向ふ trヶ年

間）、 各 試驗場 に 於 て 下 記 の 事項 を調査する こ と とな る （明治45年 ・ 農商務省農

務局
’農務彙纂 第27・號 322具 一農作物病蟲 害豫防事務要覽）’。 ．リ　

・
　1

〆

　　　　 螟 蟲 の 發 蛾期 誘 殺 蛾 載 ・　 　 　
・
　 ．…　 　 ，

・
，．

　　　　 秋 期被 害莖摘探 に 關 す る調 査　　　　　　　　 ．

　　　　．，季沸携中越 年蝕敷 査 調 ．　　　　　　　　 、．、t．t ．．

　　　　　明 、治　43　年

　　東享啼農事試驗場 よ P特別報告第 1鞭を發行 し ・ 二牛螟蟲 に 關する斉種の

成續 を登載す 。

　　．刺 1籾 氏 「

星脚
の
蝉 栽培・ と題 し・病蟲害雑 第 2 卷 第 ユo ・u 號

（明洽粥 年）に 一文 を寄せ 、 三化螟蟲防除と して 移植期の 切 下 げ其他栽培上 の 注

寝饗 表t ・ ．，　 ， ．，　 r

　　　　　明 治 ．44 年

　　・農事試驗場 よ り 「米 麥 の 病蟲害驅除豫鯵K 關 す る 注意事項 」 第 鼠版發行 、 ド

去 る韻 年の 、も  を一部改訂』　　 ・　　 ・、 。、　　　　
’

　　名和靖氏 「一擧雨得の 藁積法」，
’
と題 し從來 愛知縣 に 於て 廣 く實施 せ ら、れっ

つ あ る藁轟法は藁保存以 外二 化 螟蟲驅除上 最 も有効な る も  と し大†こ其實行 巻

促す C明治i 年 ・・病蟲雜誌第 3卷 第 2 號）。

　　　　　明　治　45 年
” 呷1’

　　青 森縣農事試驗場 よ り臨 時報告第 2 號伺 懸 匝 於 け る 二化螟蟲發行 、各種 の

調査 成績 皮び幼蟲寄生蜂 6種 を羯 ぐ 。 記事 中二 化螟蟲 の
一

化 越年に關 する 亀の

は 地方的 に 見 て 興味深 し 。 愛媛縣内務部 よ ひ三 化螟蟲特別驅除試驗成績發行42，

43，44 ， の 3 ケ 年間新居郡 に 於 け る驅除 の 顳末 を登載す 。

　、耀務局 よ り農作物病轟害豫防事務概要 蓼發 行 、．螟蟲 に 關ずる過去翠び現 状

に 付き幾多の 事蹟 を登載す 。

　以上 明治年間の螟蟲問題は 、研究 は方面 に 於 て・は未だ創鰭時代 に して各方面

漸 く其緒 に就き又驅除豫防 方面 に 於 て は 漸次進蓮 に 向ぴ 撫る も獪基本的の 解決

を得る に至 らす 、 幾 多の 問題 を殘 しで 混沌 た る 中に 、 世ぱ大 正改元 となn ，O ，，

　 （挿圏及 び 圖版 は 編 輯幹事 に て 適 宜 採 録 ）
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明 治 年 間 に 於 け る 螟蟲に 關す る研 究及 び 驅 除豫防薩の 變邏 嬲

　 當 日供覧 され た圏書は下記 の通 りで あつ k 。

古 市輿 一郎一 古市與 一
郎翕遺墨　1 册，美濃肢，紙 裝假綴 ， （194）頁

　　（附 圃 6 頁 ）明治 11年一 同 26年．

声鴫 ヤ郎 ・ 本松 蹉 一螟蟲驅除法 　9 ’1 册 J．四 六 楓 紙裝 ・ （Z＋ 2＋ 4 ＋ 2＋ 40

　 ＋ 2＋ 2冫頁　澗岡市博 聞 分 肚 1 明 治 23年 9 児．5 日，定價 不 明．

小郷 螂 一 重要植轄 蟲要設 杢 1　 M ・四六 眠 布裝 ・ （9＋ 2＋ 6轡 6＋132
　＋ 2＋ 2）頁 　横濱貿易新聞杜 ， 明淌 24年ll月20向，定價60鑑 　　　　　　　　　　　．．
鮴 縣酪 部第

・ 課
一 稻 螟鯔 除試贓 績 ・ 册 飆 臓 御 ・6＋ ・瓜

　 （蹐圖 1 葉 ）．熊本縣内務部第 5謀∫明治30年 8 月30日 ， 定偵 不 明．

大塚 由 成
一 螟蟲驅除法　1册，

．
四 六 版，紙裝 ， （1十 20十 1）頁 ， 東 京 有 隣堂 ， 明恰30年

　 9 月
』
14日．定 價 不 明一

　　　　． 病蟲vaag35te2細 瑚
・ r的 ・ 爲 ・町 編輯命律 聖

・ ・
．

　 て 下 記 9 部 よ り 成 る o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f　L

角田 鷹次 郎
一 和歌山縣下 に 於 け る柑橘寒害調布i1 册 ， 鋼紙 版 （複寫原 稿）紙 裝 ，

　 （2＋ 36）頁，大 正 13年 調 査．筆 記年 月 日，定 價 不 明．

著 者 不 明一 柑橘黒 星病接種試驗成績 　1・册，剣紙 版‘複寫原 稿 ）紙 裝 ， （2＋ 90＞頁 ，

　六  F13年調奪．筆記 年 月 日．定價 不 脚

中 川 技 師
一

明治41年於西 ケ 原農事試驗場米麥作害蟲講義 （第 2 囘病蟲講習

　會 ） 1 冊 ，判 紙 版 ｛謄寫印刷 ），，紙 裝 ， （112順 ，發行 風 發行 年，！］日
．
，定價丕明・

．著 者 不 明一一一苗木其他植物竝に種子檢疫令（亜米利加合衆國） 寫　1・　Mp／ 剣証

・版 〔謄 脚 刷〜， 臓 關 瓦 出Pt5明 ・

著 者 不 明
一 192i年病蟲規則 （英 國）寫 1 册 ， 剣紙版 （謄葛印刷｝， 紙tt， （18）頁 。

．

出所硼 冲 蝉 櫨 館 一噺 隙 入害蟲 グ ラ ナ リ
．
ヤ穀象 繝 する嗣査資料 剣紙

　 風 （謄 寫印 刷 ，，級 裝 （8｝頁，｛附 圖、1 葉），植物 檢査赫 ，大 正 L2年11月、，、定價不 明・

著 者 不 明
一 昆蟲總目索引表 1 册 ， 美 濃牛載剣 ， ‘謄寫印 刷 ，， 紙 裝｛2＋ 4＋ 92頂 ，

　 （附圖，
6 葉｝，發行所 ， 發行年 月 日 ， 定價 不 明・

九 州 支 揚
一一害蟲驅除豫防法草案　1 册 ，朔紙 販，（謄寫印 刷 ｝，紙装　（4＋ 80） 頁 ，

　 九 州支揚 ， 發行年 児 日
・，
’
定價 不 明．

峰事試驗 場一 主要農作物病害蟲驅防法提要 1・　M ， 判 紙隗 儲 寫 印 刷・），紙 簑 ・a

　 ＋ 2＋ 44）頁 ， 農事試融場 ， 明治4・1年 12月 、 定價不 明・　　、』　　
．「
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